
  

   第１０６回  仏教公開講座 
 

  

生きるって どういうこと  
 
 

真宗大谷派岐阜教区・岐阜別院   

 

 

   

日  時  ２０１３年４月２０日（土）午後６時３０分～８時３０分 

 講  師  東舘 紹見 氏（大谷大学准教授） 

  講  題  『いのちと光に出遇う―3・11から今日までの想い―』 

  日  程  午後６時３０分  真宗宗歌・正信偈（同朋奉讃式） 

                 ６時４５分  講 義 

                 ８時１５分  質問の時間 

                 ８時３０分  恩徳讃・閉会 

 

 

 

 

講師紹介 

東舘 紹見（ひがしだて しょうけん） 

1963 年、岩手県宮古市生まれ。大谷大学文学部史学科卒業。大谷大学大学院

博士後期課程満期退学。大谷大学文学部講師を経て、現在、大谷大学文学部歴

史学科准教授。博士（文学）。専門は、日本仏教史（古代・中世）。仙台教区盛

岡組善林寺候補衆徒。著書に、『日本の名僧 ５ 浄土の聖者 空也』（2005 年、

吉川弘文館）（共著）他。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

いつでも・どこからでも聞ける〝テレホン法話〟お電話ください。℡058-265-0033 

先生からのメッセージ  

 

東北地方太平洋沖地震・津波により被災した各地では、現在もなお様々な

面で非常に厳しい状況が続いています。また、福島の原発事故をめぐる状況は、

一層深刻さを増しています。この度の地震・津波により私たちが知らされた大

切なことを、今日までの歩みを振り返りつつ確かめさせていただければと願っ

ております。 


